
● 特集　少子化対策・子育て支援事業　P2〜P3

　  安心して産み育てられるまちを目指して

主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　82,499 人 ( 前 月 比 ▲ 22)  男 40,888 人　 女 41,611 人　28,497 世 帯 ( 前 月 比 103)　5 月 1 日 現 在

●  ６月８日 人権相談所を開設  　P6

久 

松 

商 

店 

　

中
町
通
り
に
あ
る
、
木
造
二
階
建
て
の
建
物
。

正
面
外
壁
は
、ド
イ
ツ
下
見
板
張
り
の
看
板
建
築
。

　

こ
の
建
物
は
、
昭
和
５
年
頃
の
建
築
で
、
石
岡

の
大
火
以
降
の
店
舗
再
建
に
広
く
採
用
さ
れ
た
建

築
様
式
で
す
。

石
岡
市
国
府
三

  

ま
ち
な
か
の
登
録
文
化
財

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 忘れずに！

● ねんりんピック　P17

● ２・３月の入札結果　P15
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昨
年
、
県
が
実
施
し
た
子
育
て
世

帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
子

ど
も
は
理
想
と
し
て
３
人
欲
し
い

が
、
経
済
的
負
担
な
ど
の
理
由
か
ら

現
実
的
に
は
二
人
ま
で
し
か
産
め
な

い
と
の
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
行
政
か
ら
の
子
育
て
支
援
策
と

し
て
要
望
が
高
い
の
は
、
児
童
手
当

の
拡
充
や
保
育
料
の
軽
減
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
４
月
か
ら
、
第
３

子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
（
所
得

制
限
あ
り
）
ま
た
は
１
万
円
を
限
度

３
人
目
の
子
か
ら

保
育
料
は
無
料
に

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
を
目
指
し
て

　

石
岡
市
で
は
、
４
月
か
ら
子
育
て
環
境
の
整
備
や
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
国
、
県
な
ど
の
機
関
と

一
体
と
な
っ
て
す
す
め
、
総
合
的
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
、
一
貫
し
た
子
育
て
支
援
を
行
い
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

健
全
に
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
事
業

　

生
後
間
も
な
い
乳
児
の
い
る
家
庭

の
母
親
は
、
出
産
時
の
疲
労
や
、
新

た
な
育
児
な
ど
、
心
身
の
変
調
が
起

こ
り
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
核
家
族
化
が
進
み
両
親
と

も
育
児
の
知
識
や
経
験
が
乏
し
く
、

周
囲
か
ら
の
支
援
も
受
け
ら
れ
な
い

児
童
手
当
３
歳
未
満

は
１
万
円
に

　

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
、
支
給
さ
れ
る
児

童
手
当
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
歳
未
満
の
児
童
手
当
の
額
が
平

成
19
年
４
月
分
か
ら
第
１
子
と
第
２

子
に
つ
い
て
一
律
１
万
円
支
給
さ
れ

ま
す
。
児
童
手
当
は
、
子
育
て
に
必

要
な
費
用
の
一
部
を
支
給
す
る
こ
と

で
養
育
者
の
生
活
が
安
定
し
、
児
童

の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。

   

我
が
国
の
合

※

計
特
殊
出
生
率
は
低

下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
49
年
に
は
そ
の
と
き
の
人
口
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
「
２
・
０
８
」

を
下
回
り
、
平
成
15
年
に
は

「
１
・
２
９
」ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。 

石
岡
市
で
も
、
総
人
口
が
増
加
傾
向

に
あ
っ
た
、
昭
和
60
年
か
ら
平
成
12

年
ま
で
の
15
年
間
で
年
少
人
口
（
０

〜
14
歳
）
は
25
・
９
％
減
少
し
、
少

子
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 
少
子
化
の
原
因
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
主
な
要
因
と
さ
れ
て
き
た

「
晩
婚
化
・
未
婚
化
」
に
加
え
「
夫

婦
の
出
生
力
の
低
下
」
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
結
婚

や
出
産
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
、

子
育
て
に
対
す
る
負
担
感
の
増
大
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

整
備
の
遅
れ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
少
子
化
が
も
た
ら
す

影
響
を
考
え
て
み
る
と
、
社
会
保
障

負
担
の
増
加
や
労
働
力
の
減
少
な
ど

の
経
済
的
影
響
の
ほ
か
、
子
ど
も
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
衰
退

や
社
会
性
の
発
達
・
自
立
へ
の
影
響
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
の
低
下

な
ど
、
子
ど
も
が
少
な
く
な
る
こ
と

に
よ
る
社
会
的
な
影
響
も
大
き
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
４
月
か
ら
新
た
に

始
ま
っ
た
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
人
口
統
計
上
の
数
値
で
、
一
人
の
女
性
が
一

生
の
間
に
産
む
で
あ
ろ
う
子
ど
も
の
数
を
表
し

て
い
ま
す
。

特
集　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
事
業

に
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚

園
児
に
つ
い
て
も
、
市
立
幼
稚
園
の

授
業
料
月
額
５
０
０
０
円
を
限
度
に

助
成
さ
れ
ま
す
。こ
の
制
度
に
よ
り
、

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
を
も
つ
世
帯

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
保

護
者
が
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

子供のそばには笑顔がいっぱい

広報いしおか　№４０　２



　

子
ど
も
が
欲
し
い
と
望
ん
で
い
て

も
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ず
、
不
妊
治
療

を
受
け
て
い
る
夫
婦
は
、
治
療
費
の

一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
治
療

　

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
（
以
後
特

　

定
不
妊
治
療
と
い
う
）

※
や
む
を
得
ず
、
治
療
を
中
断
し
た

場
合
で
も
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
助
成
内
容

　

１
年
度
あ
た
り
５
万
円
を
限
度
に

　

通
算
５
年
間
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
（
平
成
19
年
度
治
療
開
始
分
か
ら
）

■
対
象
者

　

次
の
４
つ
の
要
件
に
該
当
し
て
い

　

る
方
が
対
象
で
す
。

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

で
、
夫
又
は
妻
の
い
ず
れ
か
が
市
内

に
一
年
以
上
住
所
が
あ
る
方

②
特
定
不
妊
治
療
以
外
で
は
妊
娠
の

見
込
み
が
極
め
て
低
い
と
医
師
に
診

断
さ
れ
た
方

③
茨
城
県
不
妊
治
療
費
補
助
事
業
の

交
付
決
定
を
受
け
て
い
る
方

④
夫
及
び
妻
の
前
年
（
１
月
か
ら
５

不
妊
治
療
費
の

一
部
が
補
助

出
産
育
児
一
時
金
が
医

療
機
関
へ
支
払
え
ま
す

　

４
月
か
ら
、被
保
険
者
（
世
帯
主
）

の
申
請
に
よ
り
、
出
産
育
児
一
時
金

35
万
円
を
限
度
に
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
直
接
医
療
機
関
へ
出
産
費
用
と

し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
費
用
が

35
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
差
額

分
が
被
保
険
者
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。（
た
だ
し
国
保
税
の
未
納

が
な
い
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
）

　

こ
れ
ま
で
は
石
岡
市
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
を
し
た

場
合
、
30
万
円
か
ら
40
万
円
程
度
の

出
産
費
用
を
一
度
医
療
機
関
に
支
払

医
療
費
助
成
制
度

の
拡
大

　

市
で
は
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い

る
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
、
社
会
保

険
の
加
入
者
で
未
就
学
児
の
方
が
医

療
を
適
切
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
自
己

負
担
相
当
額
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

　

さ
ら
に
、
今
年
度
10
月
か
ら
は
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
子
供
が
入
院

放
課
後
児
童
対
策

の
充
実

　

働
く
女
性
が
増
え
、
核
家
族
が
進

む
な
か
で
、
共
働
き
家
庭
や
母
子
・

父
子
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
は
、

放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
に
は
、
親
が

仕
事
を
し
て
い
る
た
め
子
ど
も
だ
け

で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
毎
日
の
放

課
後
（
学
校
休
業
日
は
一
日
）
預
か

る
仕
組
み
が
学
童
保
育
で
す
。「
働

く
こ
と
と
子
育
て
を
両
立
し
た
い
」

と
の
願
い
か
ら
、「
私
た
ち
の
地
域

に
も
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ

る
学
童
保
育
が
ほ
し
い
」
と
い
う
要

請
を
受
け
て
、
今
年
度
か
ら
、
市
内

３
か
所
の
小
学
校
（
瓦
会
・
小
桜
・

三
村
小
学
校
）
で
新
た
に
学
童
保
育

が
始
ま
り
、
市
内
15
の
学
校
で
学
童

保
育
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
児
童
を
対
象
と

し
た
放
課
後
子
供
教
室
も
、
吉
生
小

学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の

安
全
が
守
ら
れ
、
保
護
者
が
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も

① 

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
を
図

る
た
め
の
保
育
士
の
増
員

② 

働
く
保
護
者
か
ら
の
要
望
が
高

い
、
保
育
所
に
看
護
師
な
ど
を
配
置

し
通
所
中
の
子
ど
も
の
病
気
に
対
応

す
る
病
児
・
病
後
児
保
育
（
自
園
型
）

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
石
岡
市
で
は
国
や

県
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
総
合
的

に
少
子
化
対
策
に
取
り
組
み
、
幅
広

い
年
齢
に
わ
た
る
子
育
て
支
援
を
行

い
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
安

心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
生
後
４

か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る
家
庭
に
は

保
健
師
の
訪
問
が
あ
り
、

① 

様
々
な
不
安
や
悩
み
を
聴
き
、
子

育
て
支
援
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

ま
す
。

② 

母
子
の
心
身
の
状
況
や
養
育
環

境
な
ど
を
聴
い
て
助
言
を
行
い
、
支

援
の
必
要
な
家
庭
で
は
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
訪
問
が
乳
児
を
持
つ
家
庭

と
、
地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
最
初
の
機

会
と
な
り
、
乳
児
家
庭
の
孤
立
化
防

止
と
、
乳
児
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

い
、
そ
の
後
申
請
に
よ
り
出
産
育
児

一
時
金
35
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
国
が
進
め
て

い
る
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
出

産
時
の
被
保
険
者
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
申
請
は
出
産
予
定
日

の
１
か
月
前
か
ら
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ  

     

市
役
所  

秘
書
広
聴
課

    

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
１
２
）

し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
未
就
学
児
に

限
り
助
成
が
受
け
ら
れ
て
い
た
入
院

時
の
保
険
診
療
分
の
医
療
費
助
成
が

小
中
学
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

月
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
の
合
計
額
が
７
３
０
万

円
未
満
の
方

学童保育には友だちがいっぱい

３　広報いしおか　№４０



まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

８
０
０
人
の
太
公
望
が
集
合　

ー 

高
浜
釣
大
会 

ー

　

４
月
15
日
、
第
38
回
茨
城
県
高
浜
釣
大
会
が
、
春

の
暖
か
な
陽
光
の
も
と
高
浜
商
栄
会
・
石
岡
市
観
光

協
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
早

く
か
ら
、市
内
外
の
太
公
望
約
８
０
０
人
が
参
加
し
、

Ｊ
Ｒ
高
浜
駅
周
辺
の
恋
瀬
川
流
域
で
大
物
の
コ
イ
や

フ
ナ
を
狙
っ
て
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
知
事
賞　

近
藤
三
郎
（
小
美
玉
市
）

石
岡
市
長
賞　

藤
城
佳
一
（
石
岡
市
）

県
議
会
議
長
賞　

谷
田
部
信
明
（
石
岡
市
）

市
議
会
議
長
賞　

薄
井
敏
博
（
日
立
市
）　

県
観
光
物
産
協
会
会
長
賞　

谷
田
部
文
夫（
小
美
玉
市
）

市
観
光
協
会
会
長
賞　

小
池　

豊
（
石
岡
市
）　

市
教
育
長
賞　

鈴
木
文
男
（
石
岡
市
）　

商
工
会
議
所
会
頭
賞　

佐
々
木
甲
子
（
石
岡
市
）　

八
郷
商
工
会
会
長
賞　

小
池
佳
奈
（
石
岡
市
）　

大
型
賞　

越
渡
安
夫
（
か
す
み
が
う
ら
市
）　

最
多
賞　

和
泉
田
喜
市
（
越
谷
市
）　

へ
ら
大
型
賞　

佐
久　

勝
（
小
美
玉
市
）　

商
店
会
連
合
会
会
長
賞　

小
宅
稲
寿
（
石
岡
市
）　

高
浜
商
栄
会
会
長
賞　

井
坂
雄
一
（
小
美
玉
市
）　

石
岡
駅
長
賞　

中
沢
好
誉
（
石
岡
市
）　

茨
城
新
聞
社
社
長
賞　

名
畑　

一
（
石
岡
市
）

19
小
学
校
に
７
５
９
人

の
新
入
学
児
童

　

４
月
９
日
、
市
内
の
小
学
校
19
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
７
５
９
人
の

新
入
学
児
童
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

小
桜
小
学
校
で
も
、
満
開
の
さ
く

ら
の
も
と
第
61
回
入
学
式
が
行
わ
れ

　

色
と
り
ど
り
の
花
で
飾
ら
れ
た
体

育
館
に
、
担
任
の
岡
本
先
生
に
引
率

さ
れ
た
ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生
が
、
入

場
す
る
と
、
市
長
を
は
じ
め
多
く
の

来
賓
や
、
保
護
者
、
先
生
、
在
校
生

の
温
か
い
拍
手
が
新
入
生
を
包
み
込

み
ま
し
た
。

　

岡
野
眞
理
校
長
か
ら
新
一
年
生

に
「
①
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
し
ま

し
ょ
う
。
②
お
友
だ
ち
と
仲
良
く
外

で
遊
び
ま
し
ょ
う
。
③
先
生
の
目
を

見
て
お
話
し
を
聴
き
ま
し
ょ
う
」
と

３
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

両
陛
下
お
手
ま
き
の
種
子
か
ら
育
て
た
苗
木
を

風
土
記
の
丘
と
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
記
念
植
樹

　

平
成
17
年
６
月
潮
来
市
で
開
催
さ

れ
た
「
全
国
植
樹
祭
」
に
お
い
て
天

皇
皇
后
両
陛
下
が
お
手
ま
き
に
な
ら

れ
た
種
子
を
、
県
林
業
セ
ン
タ
ー
で

育
て
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
移
植

で
き
る
大
き
さ
に
な
り
、
石
岡
市
に

は
ス
ギ
（
少
花
粉
性
）
２
本
、
ケ
ヤ

キ
２
本
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
本
が
「
み

ど
り
の
月
間
」
に
あ
わ
せ
、
県
か
ら

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
常
陸
風
土
記
の
丘
に
ス

ギ
１
本
と
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
本
を
、
県

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
ス
ギ
１
本
と
ケ

ヤ
キ
２
本
を
植
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
４
月
23
日
に
、
常
陸
風
土
記
の

丘
の
会
津
民
家
脇
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

木
を
横
田
凱
夫
市
長
、
市
観
光
協
会

大
和
田
達
郎
会
長
、
つ
く
ば
ね
森
林

組
合
木
崎
眞
組
合
長
の
３
人
で
記
念

植
樹
し
ま
し
た
。

　

横
田
市
長
は
「
両
陛
下
お
手
ま
き

の
種
子
か
ら
育
て
ら
れ
た
苗
木
、
き

ち
ん
と
管
理
し
て
大
切
に
育
て
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲早朝から大物を狙う参加者

ま
し
た
。
今
年
度
入
学
し
た
の
は
、

男
子
９
人
、
女
子
５
人
、
あ
わ
せ
て

14
人
の
児
童
で
す
。

広報いしおか　№４０　４



花
ま
つ
り
大
い
に

賑
わ
う　
　

　

４
月
８
日
、
府
中
五
丁
目
の
国
分

寺
境
内
に
お
い
て
、
花
ま
つ
り
が

開
か
れ
ま
し
た
。
花
ま
つ
り
は
、
お

釈し
ゃ

迦か

様さ
ま

の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
も
の

で
、
今
年
も
桜
が
満
開
の
な
か
、
薬

師
堂
の
前
で
は
幅
広
い
年
齢
層
の
参

拝
客
が
列
を
作
り
、
お
釈
迦
様
に

次
々
と
甘
茶
を
か
け
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行

わ
れ
た
び
っ
く
り
市
で
は
、
甘
酒
の

無
料
配
布
や
国
分
町
青
年
会
に
よ
る

バ
ザ
ー
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
府
中

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
や
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
に
よ
る
演
奏
・
国
分

は
や
し
の
実
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
見
物
客
で
大
盛
況
で
し
た
。

　

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
茨
城
２
０
０
７
が
、
石
岡

市
・
桜
川
市
に
ま
た
が
る
足
尾
山
系

で
４
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の
７
日

間
に
わ
た
り
、
世
界
22
か
国
の
代
表

１
２
７
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
式
競
技
が
始
ま
る
前
日
の
７
日

に
は
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね
で
開
会

式
・
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
名
誉

会
長
の
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
や
名
誉

副
会
長
の
横
田
石
岡
市
長
・
中
田
桜

川
市
長
な
ど
が
、
選
手
に
激
励
の
言

葉
や
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
片
野
の
排
禍
ば

や
し
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
と
、
日
本

の
古
典
文
化
を
目
の
当
た
り
に
し
た

選
手
た
ち
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
拍

手
や
歓
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
日
か
ら
始
ま
っ
た
公
式
競
技
で

は
、
大
会
５
日
目
に
福
島
県
白
河

市
ま
で
の
約
１
０
０
㎞
に
お
よ
ぶ
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
、
ゴ
ー
ル
の
横
岡
に
は
８
人
が
、

90
㎞
地
点
に
も
30
人
近
く
の
選
手
が

ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
期
間
中
に
は
、
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
無
料
体
験
会
や
地
域

情
報
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
石
岡

市
観
光
協
会
な
ど
が
出
店
し
、
観
光

土
産
品
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
観
戦
者

に
、
石
岡
市
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　　
４
月
３
日
、（
株
）
常
陽
銀
行
石

岡
支
店
か
ら
市
へ
、
防
犯
ブ
ザ
ー

７
８
０
個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
常

陽
銀
行
で
は
、
犯
罪
の
被
害
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
平
成
17

年
度
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈
し
て

い
ま
す
。
白
い
小
さ
な
防
犯
ブ
ザ
ー

は
、
ピ
ン
を
抜
く
と
大
き
な
音
が
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
小
さ
な
ラ
イ
ト

が
つ
い
て
い
る
優
れ
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ブ
ザ
ー
は
４
月
か
ら

市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も

た
ち
に
配
ら
れ
、
登
下
校
時
の
安
全

を
守
り
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
を
守

る
防
犯
ブ
ザ
ー
寄
贈

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の 

研
究
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

ア
メ
リ
カ
か
ら
表
敬
訪
問

　

４
月
13
日
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の「
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
換
制
度（
通

称
Ｇ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
よ
り

来
日
し
て
い
る
、
ア
メ
リ
カ
オ
ハ
イ

オ
州
研
究
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
ジ
ョ

ン
・
ウ
ッ
ズ
さ
ん
と
、
メ
ン
バ
ー
の

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ー
ム
セ
ン
さ
ん
が
、

石
岡
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
社
会
的

な
奉
仕
や
国
際
親
善
を
目
的
と
し
た

世
界
規
模
の
団
体
で
あ
り
、
二
人
は

二
つ
の
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
間
の
文
化

的
・
職
業
的
交
流
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
た「
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
よ
り
来
日
し
、
約
１
か
月
間
滞
在

し
ま
す
。

▲市長を表敬訪問した皆さん

▲石岡支店長から防犯ブザーを受け取る横田市長

▲橋本名誉会長に選手宣誓する宮田選手

▲お釈迦様に甘茶をかけているようす

５　広報いしおか　№４０



わたしのまちの交通安全
平成18年　年間交通安全県民運動模範
推進者に4人が表彰

　　平成 18 年中、特に積極的に交通安全活動を実践
　した方々を対象に、褒賞を実施しました。
　　今回は、4 人の方が受賞しました。
　◇受賞者
　櫻井正男さん（写真左）
　竹松和子さん（写真左から 2 番目）
　野村正一さん（写真右）
　吉川　勇さん（写真右上）　　　　　（※順不同）

わ
た
し
の
ま
ち
の

　
　

人
権
擁
護
委
員
さ
ん

　

４
月
１
日
付
け
で
、
鈴
木　

央
ひ
ろ
し
さ
ん
、
青
木

祥し
ょ
う
た太

さ
ん
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
住
民
の
人
権
が
侵
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う

常
に
注
意
を
払
っ

た
り
、
人
権
の
大

切
さ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
活
動
を

し
ま
す
。「
い
じ

め
」
や
「
家
庭
内

の
問
題
」「
近
隣

と
の
も
め
ご
と
」

な
ど
様
々
な
問
題

で
お
困
り
の
方
の

相
談
を
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

★
現
在
活
動
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。

　

鈴
木　
　

央　

☎
４
３
・
０
５
５
１
（
下
林
）

　

長
谷
川　

清　

☎
２
３
・
５
７
９
２
（
府
中
一
）

　

曽
根
田
隆り

ゅ
う
こ
う

光　
☎
２
４
・
１
５
７
１
（
国
府
六
）

　

額
賀　
　

蜜み
つ　

☎
２
３
・
２
４
８
４
（
根
当
）

　

綿
引
美
恵
子　

☎
４
４
・
０
４
７
２
（
片
野
）

　

大
塚　

郁い
く
お郎　

☎
２
２
・
６
４
３
７
（
国
府
一
）

　

青
木　

祥
太　

☎
４
３
・
２
９
３
２
（
大
増
）

市農業委員に田能清太郎さん
　茨城県みなみ共済組合推薦によ
り、４月１日付けで田能清太郎さ
ん（若宮一丁目）が、農業委員に
選任されました。
　農業委員は、優良農地の確保や
農業の担い手の育成、支援などを
行います。

自衛官募集相談員
に 8 人が委嘱

　自衛官を目指す方へのアドバイスや情報提供などにおいて
重要な役割を担う自衛官募集相談員の委嘱状交付式が、4 月
26 日市役所で行われました。
　今後、8 人の方が相談員として活動します。気軽にご相談
ください。

相　談　員 住　　　　所 電話番号
柴山　孝吉  石岡 3443 番地 23-7526
鈴木　文男  山崎 3088 番地 46-4347
渡邉　雅雄  小幡 1086 番地 42-3528
平野　幸雄  柿岡 3506 番地 7 44-0580
岡田　弘昭  府中一丁目２番４号 23-5298
狩谷　　茂  石川 180 番地 26-2201
岡﨑　　敏  北府中一丁目 13 番 32 号 23-1716
比企美惠子  小塙 887 番地 43-2234

問い合わせ　八郷総合支所　農業委員会事務局
☎ 43-1111（内 1325）

6 月 8 日人権相談所を開設
　人権問題にかかわることについて、人権擁護委員
が相談に応じます。
　日時　６月８日（金）午前 10 時～午後３時
　会場　石岡市中央公民館
　問い合わせ　市役所　秘書広聴課
　　　　　　☎ 23-1111（内 212）

　 鈴木　央　さん　青木　祥太　さん
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シリーズ　⑱

がんばってま～す

　今月は、老人施設等で舞踊・演歌などの芸能を通して

ボランティア活動をされている「あんずの会」をご紹介

します。旭台会館での総会終了後、サークル長の藤岡孝

さんと会員の皆さんにお話を伺いました。

◆
も
と
は
二
つ
の
会
で
し
た

石岡市ボランティア連絡協議会

あんずの会

　

平
成
17
年
４
月
に
「
松ま

つ
み美

の
会
」
が
会
員

５
人
で
、
ま
た
７
月
に
は
「
あ
ん
ず
の
会
」

が
会
員
12
人
で
そ
れ
ぞ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
に
加
入
し
、
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
活
動
す
る
の
に
人
数
が
少

な
い
と
の
理
由
で
、
同
様
の
活
動
を
し
て
い

た
二
つ
の
会
が
一
緒
に
な
っ
て
、
平
成
18
年

４
月
に
新
生
「
あ
ん
ず
の
会
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
長
の
藤
岡
さ
ん
は
、
以
前
勤
め

て
い
た
病
院
で
「
入
院
患
者
に
舞
踊
を
披
露

し
て
欲
し
い
」と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

舞
踊
を
見
て
喜
ん
で
く
れ
る
様
子
を
目
の
当

た
り
に
し
て
「
こ
ん
な
活
動
も
あ
る
ん
だ
な

あ
」
と
思
い
、
こ
の
こ
と
が
後
日
こ
の
活
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
13
人
。
ほ
と
ん
ど
が
女
性
の

会
員
で
す
。
活
動
は
月
１
～
２
回
ほ
ど
。
高

齢
者
福
祉
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
舞
踊
や
演

歌
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
も
と

も
と
舞
踊
の
会
「
藤ふ

じ
わ
か
か
い

若
会
」
の
会
員
で
あ
り
、

そ
の
特
技
を
活
か
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。
舞
踊
の
練
習
は
、
毎
週
１
回
必
ず

し
て
い
ま
す
。

◆
舞
踊
は
股ま

た
た
び
も
の

旅
物
・
着
物
は
派
手
が
人
気

◆
み
ん
な
が
楽
し
め
る
活
動
を

　

今
、
入
所
者
の
方
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、

介
護
を
し
て
い
る
方
も
み
ん
な
が
、
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
楽
し
み
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
や
息

抜
き
の
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
も
勉

強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
動
の
問
題
も
な
ん
と
か
解
決
し

て
、
月
２
回
以
上
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

決
め
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
め
た

ら
い
い
で
す
ね
。

来
て
く
れ
る
？
」
と
い
う
問
い
に
、
す
ぐ
に

答
え
ら
れ
な
い
の
が
、
辛
い
で
す
。
お
年
寄

り
の
方
は
、
日
に
ち
を
い
う
と
そ
の
日
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る
の
で
、
は
っ
き

り
と
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
は
言
え
な
い
ん

で
す
。

　

ま
た
、
着
物
は
派
手
な
ほ
ど
喜
ん
で
く
れ

ま
す
。
着
物
を
さ
わ
り
な
が
ら「
綺き

れ
い麗

ね
え
」

と
嬉
し
そ
う
で
す
。
自
前
の
着
物
を
褒ほ

め
ら

れ
て
私
た
ち
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

お
年
寄
り
の
方
は
、
舞
踊
を
喜
ん
で
見
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
股
旅
物
が
一
番
人

気
で
す
。

　

活
動
を
し
て
い
て
、
大
変
だ
と
思
っ
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
車
を
運

転
で
き
る
会
員
が
少
な
い
の
で
、
移
動
の
こ

と
で
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
の
が
、

と
て
も
残
念
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
決
し
て
上う

ま手
く
な
い
舞
踊
で

も
、
そ
れ
を
見
て
お
年
寄
り
の
方
は
、
涙
を

流
し
て
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。そ
れ
を
見
る
と
、

本
当
に
感
激
し
ま
す
。

　
「
ま
た
来
て
ね
」
と
い
っ
て
握
っ
た
手
を

▲ボランティア活動で訪問した施設
　の前で「ハイ、チーズ！」

▲揃
そろ

いの着物と扇子を持って、踊りを
　披露します

離
し
て
く
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

手
が
と
て
も
暖
か
い
ん
で
す
。「
今
度
い
つ

　

私
た
ち
の
活
動
の
源
は
、
お
年
寄
り
の
方

の
『
笑
顔
』
と
『
あ
り
が
と
う
』
の
こ
と
ば

で
す
。

　

自
分
た
ち
の
好
き
な
こ
と
を
す
る
こ
と

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
な
り
、
お
年
寄

り
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
…
…
。
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。
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石岡市役所
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募　

集

　

中
央
公
民
館
で
は
、
平
成
19
年
度

前
期
館
外
研
修
「
歴
史
探
訪
講
座
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

７
月
８
日
（
日
）　

午
前
８

時
～
午
後
５
時
30
分
（
予
定
）

行
き
先　

千
葉
県
方
面　

国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
、
伊
能
忠
敬
記
念
館
・

旧
宅
な
ど
（
福
祉
バ
ス
利
用
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
昼
食
込
み
）

定
員　

30
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

対
象
者　

市
内
在
住
の
方
、
ま
た
は

市
内
に
通
勤
し
て
い
る
方

申
込
締
切　

６
月
16
日
（
土
）　

午

後
５
時
ま
で　

※
月
曜
日
は
休
館
日

の
た
め
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

「
歴
史
探
訪
講
座
」
の

受
講
生
募
集

申
込
方
法　

中
央
公
民
館
の
窓
口
ま

で
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
中
央
公
民
館

柿
岡
５
６
８
０－

１

☎
４
３
・
６
２
６
２

　

県
で
は
、
県
の
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
県
政
へ
の
理
解
や
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
う
目
的
で
「
県
政
ふ
れ

あ
い
バ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ｃ
〉

実
施
日　

８
月
16
日
（
木
）

見
学
先　

県
庁
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、

県
警
察
本
部

定
員　

30
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申
込
締
切　

７
月
13
日
（
金
）

バ
ス
乗
降
場
所　

石
岡
市
役
所
・
土

県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス

参
加
者
募
集

浦
合
同
庁
舎

※
親
子
コ
ー
ス
の
他
に
も
一
般
向
け

コ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

県
内
に
住
む
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

官
製
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

①
希
望
コ
ー
ス
②
希
望
乗
降
場
所
③

住
所
④
氏
名
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
電
話

番
号
⑧
職
業
ま
た
は
学
年
を
記
入
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日
の

消
印
有
効
）

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
４
名
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
同
一
コ
ー
ス
に
複

数
枚
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
南
地

方
総
合
事
務
所　

県
民
生
活
課

〒
３
０
０－

０
０
５
１　

土
浦
市
真

鍋
５－

17－

26

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
０
２
６

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会

日
時　

７
月
４
日
（
水
）・
５
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

石
岡
市
中
央
公
民
館

受
講
料　

４
５
０
０
円

※
申
し
込
み
後
は
受
講
料
の
返
金
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

６
月
20
日
（
水
）・
21

日
（
木
）
の
２
日
間　

午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
ま
で

定
員　

60
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
受

講
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
は
、
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
消
防
本
部 

予
防
課

☎
２
７
・
６
１
２
５

「
石
岡
一
高
開
放
講
座
」　

受
講
生
募
集

　

石
岡
一
高
で
は
、
学
校
を
開
放
し

て
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
学
習
を

推
進
す
る
た
め
、
講
座
を
実
施
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
草
花
・
果
樹
講
座

・
草
花
コ
ー
ス

日
時　

６
月
23
日
（
土
）、
９
月
22

日
（
土
）　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

内
容　

さ
し
木
に
つ
い
て
・
草
花
の

種
ま
き
方
法
な
ど

・
果
樹
コ
ー
ス

日
時　

７
月
８
日
（
日
）、
９
月
１

日
（
土
）　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

内
容　

ブ
ド
ウ
の
摘て

き
ほ
う房
・
夏
せ
ん
定

方
法
、
果
樹
の
糖
度
測
定
・
試
食
な
ど

参
加
費　

草
花
コ
ー
ス
は
実
費
、
果

樹
コ
ー
ス
は
無
料
（
作
業
の
で
き
る

服
を
持
参
く
だ
さ
い
）

場
所　

石
岡
一
高 

第
二
農
場

定
員　

ど
ち
ら
の
講
座
も
15
名
ま
で

◆
味
噌
づ
く
り
講
習
会

日
時　

６
月
16
日
（
土
）、17
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

場
所　

石
岡
一
高 

加
工
室

内
容　

地
元
産
の
大
豆
・
米
を
使
用

し
、
麹

こ
う
じづ

く
り
か
ら
味
噌
づ
く
り
を

し
ま
す
。

参
加
費　

実
費
負
担
（
帽
子
、
マ
ス

ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、
昼
食

な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
）

定
員　

13
名

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
付
開
始
は
６
月
５
日
（
火
）
午
前

８
時
30
分
か
ら
で
、
締
め
切
り
は
６

月
８
日
（
金
）
午
後
５
時
と
な
り
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
第
一
高
等
学
校 

開
放
講
座
係

☎
２
２
・
４
１
３
５

FAX
２
２
・
６
２
８
９

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た

め
の
夏
休
み
海
外
派
遣

　

文
部
科
学
省
所
管
の
（
財
）
国
際

青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
体
験
を
通

し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深

め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
く
だ
さ
い
。
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多
言
語
の
自
然
習
得
活
動
と
多
国

間
交
流
の
実
践
か
ら
得
た
様
々
な
実

例
と
「
こ
と
ば
の
自
然
習
得
」
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
多
言
語
活
動
体
験
者
が

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

①
６
月
15
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　

旭
台
会
館

②
６
月
16
日
（
土
）　

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　

石
岡
市
民
会
館　

会
議
室

入
場
料　

無
料

託
児　

あ
り
（
要
予
約
）

そ
の
他

　

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に

納
税
し
て
い
た
だ
く
、
個
人
事
業
税

（
第
１
期
分
）
の
納
期
限
は
８
月
31

日
で
す
。

　

県
税
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
金

融
機
関
（
銀
行
・
郵
便
局
・
信
用
金

庫
な
ど
）
で
、
納
期
限
ま
で
に
必
ず

個
人
事
業
税
の
納
税
は

８
月
31
日
ま
で
に
！

講
演
会
『
七
ヵ
国
語
を

話
す
、
日
常
が
あ
る
』

　

県
保
険
医
協
会
で
は
、
６
月
10
日

に
15
回
目
の
「
歯
の
何
で
も
電
話
相

談
」
を
開
設
し
ま
す
。
歯
の
悩
み
や

質
問
を
歯
科
医
師
が
無
料
で
受
け
付

け
ま
す
。気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　

６
月
10
日
（
日
）

午
後
２
時
～
５
時

受
付
電
話

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
７
９
３
０

☎
０
２
９
・
８
３
５
・
０
７
３
７

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
野
外
活
動
な
ど

派
遣
先　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ

ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・

フ
ィ
ジ
ー
・
韓
国
・
中
国

対
象
者　

小
学
校
３
年
生
～
高
校
３

年
生
ま
で

参
加
費　

16
万
５
千
円
～
49
万
８
千

円
（
共
通
経
費
は
別
途
）

締
め
切
り　

６
月
８
日
・
20
日

※
事
業
に
よ
り
参
加
費
と
締
め
切
り

日
が
異
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
６
０－

０
０
０
４　

東
京
都
新

宿
区
四
谷
２－

11 

大
村
ビ
ル
３
階

☎
０
３
・
３
３
５
９
・
８
４
２
１

FAX
０
３
・
３
３
５
４
・
２
２
０
７

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

土
浦
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
２
０
５

高
齢
者
の
集
い
（
敬
老

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
地
区
単
位
で
高

齢
者
の
集
い
（
敬
老
会
）
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
例
年
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
昭
和
８
年
３
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
75
歳
以
上
の
方
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
５
３
）

問
い
合
わ
せ　

言
語
交
流
研
究
所
・

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
１
２
０
・
５
５
７
・
７
６
１

９　広報いしおか　№４０

平
成
19
年
度
地
籍
調
査
事
業
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
は
『
貝
地
Ⅰ
地
区
』
と
し
て
地
図
の
太
線
の
範
囲
（
貝
地
一
・
二
丁

目
、
茨
城
一
丁
目
、
田
島
一
丁
目
の
各
一
部
）
を
調
査
対
象
と
し
ま
す
。
国
土

調
査
法
に
基
づ
い
て
測
量
を
行
い
、現
地
と
一
致
す
る
正
確
な
地
図（
地
籍
図
）・

簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
ま
す
。

※
土
地
の
境
界
立
ち
会
い
を
行
う
場
合
に
は
、事
前
に
文
書
に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

経
済
部 

地
籍
調
査
推
進
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
４
８
６
・
４
８
７
）

▲地籍調査実施区域　貝地Ⅰ地区

－ 市長と語ろう －
　さまざまな事柄について、直接市長と話し合いませ
んか。どうぞ、お気軽にお申し込みください。
■日時　７月 26 日（木）午前 10 時～正午
　　　　１組 20 分以内（４組まで）
■場所　市役所２階　市長公室
■対象者　市内に在住・通勤・通学する個人、グループ
■申込締切　６月 29 日（金）
■申し込み・問い合わせ
　市役所  秘書広聴課☎ 23-1111（内 211）
※公務の都合上、日程が変更・中止となる場合があります。



石岡海洋センター☎ 23－5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

結　

果

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
４
月
の
結
果

＊
４
月
５
日　

第
28
回
湖
北
総
合

ゲ
�
ト
ボ
�
ル
親
善
大
会

会
場　

鹿
嶋
市 

津
賀
城　

公
園

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

準
優
勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

三　

位　

石
岡
城
南
チ
ー
ム

＊
４
月
20
日　

第
52
回
常
陸
野
ゲ
�

ト
ボ
�
ル
親
善
大
会

会
場　

石
岡
鹿
の
子
健
康
広
場

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

準
優
勝　

城
南
ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

＊
４
月
21
日　

石
岡
市
ゲ
�
ト
ボ
�

ル
月
例
大
会

会
場　

石
岡
鹿
の
子
健
康
広
場

優　

勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

準
優
勝　

染
谷
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ

　
　

 

情
報

全
国
体
操
小
学
生
大

会
で
金
賞
を
受
賞

　

３
月
27
日
に
大
洗
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
第
７
回
全
国

体
操
小
学
生
大
会
」
に
、
茨
城
県
代

表
と
し
て
主
に
市
内
の
小
学
生
で
構

成
す
る
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
新
体
操
ク

ラ
ブ
」
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
体
操
の
普
及
発
展
を

目
指
し
、
併
せ
て
児
童
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
チ
ー
ム
は
、
全
国
か
ら
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
20
チ
ー
ム
の
う
ち
、

団
体
体
操
の
部
に
お
い
て
、
最
高
10

点
満
点
中
、
９
・
８
点
の
最
高
点
を

獲
得
し
て
、
見
事
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
新
体
操
ク
ラ
ブ
」

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

　
　

川
﨑　

華か

な奈
（
下
吉
影
小
６
年
）

　
　

佐
藤　

そ
ら
（
石
岡
小
５
年
）

　
　

今
泉
あ
ず
さ
（
杉
並
小
５
年
）

　
　

金か
ね
と礪　

琴こ
と
り里
（
南
小
４
年
）

　
　

石
井　

愛ま
な
み美
（
高
浜
小
４
年
）

　
　

宮
本　

怜れ

な奈
（
杉
並
小
４
年
）

　

※
学
年
は
、
大
会
当
時
の
も
の
。

　

県
獣
医
師
会
で
は
、
動
物
愛
護
事

業
の
一
環
と
し
て
、
愛
犬
・
愛
猫
の

避
妊
、
去
勢
手
術
の
助
成
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

６
月
１
日
〜
（
先
着

８
５
０
頭
終
了
ま
で
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
社
）
茨
城
県
獣
医
師
会

☎
０
２
９
・
２
４
１
・
６
２
４
２

　

６
月
１
日
か
ら
「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
は
、

大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
た
後
、
大
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が

高
ま
っ
た
と
き
、
茨
城
県
と
水
戸
地

方
気
象
台
が
共
同
し
て
発
表
す
る
情

報
で
す
。
市
町
村
単
位
で
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
防
災
活
動
や
自
主
避
難
の
判

断
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

・
水
戸
地
方
気
象
台 

技
術
課

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
１
１
０
５

・
県 

土
木
部 

河
川
課 

ダ
ム
砂
防
室

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
４
４
８
０

・
市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
５
５
）

犬
・
猫
の
避
妊
、
去
勢
手

術
助
成
の
お
知
ら
せ

福
祉
相
撲
号
が
や
っ

て
来
た
！

　

こ
の
ほ
ど
石
岡
市
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
ぞ
み
へ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文

化
事
業
団
か
ら
福
祉
車
両
「
福
祉
相

撲
号
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
福
祉
相

撲
号
は
、
２
月
に
開
か
れ
た
「
第
40

回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
祉
大
相
撲
」
の
純
益
に

よ
り
全
国
の
福
祉
施
設
に
贈
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
全
国
10
の

施
設
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
で

は
、
寄
贈
さ
れ
た
福
祉
車
両
を
施
設

利
用
者
の
地
域
交
流
や
通
院
時
な
ど

の
送
迎
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
発
表

柿
岡
小
が
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞

　

４
月
23
日
、
柿
岡
小
学
校
が
文
部

科
学
省
か
ら
「
読
書
活
動
優
秀
実
践

校
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

柿
岡
小
で
は
、
16
年
度
か
ら
国
語

科
と
読
書
活
動
を
関
連
づ
け
て
学
習

し
た
り
、
朝
の
15
分
間
読
書
、
移
動

学
級
文
庫
な
ど
様
々
な
方
法
で
読
書

活
動
を
実
践
し
て
お
り
、
そ
の
成
果

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。　
　
　

　

市
塚
因

ち
な
み

校
長
は
「
今
回
の
表
彰

を
励
み
に
、
ま
す
ま
す
読
書
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ

て
い
ま
し
た
。

広報いしおか　№４０　１０



平成 19 年度児童手当所得制限限度額

扶養親族

等の数

児童手当
（国民年金加入者または

年金未加入者の限度額）

特例給付
（厚生年金等加入者の

限度額）

0人 460 万円 532 万円

1人 498 万円 570 万円

2人 536 万円 608 万円

3人 574 万円 646 万円

4人 612 万円 684 万円

5人 650 万円 722 万円

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況

を
記
載
し
、
児
童
手
当
な
ど
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
届
出
に
必
要
な
書
類
は
６
月
中
旬

ご
ろ
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の

手
当
は
提
出
が
あ
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

６
月
20
日（
水
）～
６
月
29
日（
金
）

＊
土
・
日
曜
日
は
除
く

忘
れ
ず
に
！  

児
童
手
当
の
現
況
届

時
間　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

提
出
場
所　

市
役
所
４
階 

第
３
会
議
室
ま
た

は
、
八
郷
総
合
支
所
１
階 

市
民
窓
口
課
（
５

番
窓
口
）

※
小
学
校
終
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
て
、

児
童
手
当
を
ま
だ
受
け
て
な
い
方
で
、
平
成
18

年
中
の
所
得
が
表
の
限
度
額
内
の
方
は
、
こ
ど

も
福
祉
課
ま
た
は
支
所
市
民
窓
口
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
５
９
・
１
６
３
） 

＊所得とは、市県民税の総所得金額から、社会保険料控除
等に相当する額として一律 8 万円を控除した額です。
＊老人扶養親族がある場合には、上記所得額に 1 人につ
き 6 万円を加算した金額が限度額となります。

総
務
省
統
計
局
か
ら
の
お
願
い

労
働
力
調
査
の
お
知
ら
せ

　
「
労
働
力
調
査
」
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
統
計
調
査
で
、
我

が
国
の
就
業
の
状
況
を
調
べ
る
調
査
で
す
。
就
業
者
数
、
完
全
失

業
者
数
、
完
全
失
業
率
な
ど
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
経
済
対

策
や
雇
用
失
業
対
策
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

８
月
か
ら
柿
岡
地
内
の
一
部
で
「
労
働
力
調
査
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
、
調
査
対
象
地
区
内
の

各
世
帯
に
名
簿
づ
く
り
の
た
め
に
伺
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
を
も
と

に
調
査
世
帯
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
世
帯
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
茨
城
県  

企
画
部 

統
計
課 

人
口
労
働
担
当

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
６
４
９ 　

大
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
か
ら
生
命
を
守

る
た
め
、
あ
な
た
も
家
の
耐
震
診
断
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？　

市
で
は
、「
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
」
の
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

①
昭
和
56
年
３
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認
を
受

け
て
建
築
さ
れ
た
一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
階

数
が
２
階
以
下
の
も
の

②
店
舗
併
用
住
宅
等
の
場
合
は
、
面
積
の
半
分

以
上
が
住
宅
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の

※
枠
組
壁
工
法
、
丸
太
組
工
法
、
プ
レ
ハ
ブ
工

法
な
ど
の
特
殊
な
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
て
い

な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。
石
岡
地
区
で
の
昭
和

26
年
以
前
、
八
郷
地
区
で
の
平
成
４
年
以
前
の

工
事
は
建
築
確
認
は
不
要
で
す
。

診
断
士
の
派
遣
を
受
け
ら
れ
る
方　

①
ま
た
は

②
の
所
有
者
で
、
税
金
の
滞
納
の
無
い
方

申
込
方
法　

建
築
指
導
課
・
総
合
支
所
道
路
建

設
課
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

６
月
８
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

ま
で（
20
戸
に
達
し
な
い
場
合
は
延
長
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

建
築
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
６
３
）

※
悪
質
な
業
者
に
よ
る
勧
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
市
が
訪
問
や
電
話
で
耐
震
診
断
の
勧
誘
を

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の

　
　
　
　
　

診
断
が
受
け
ら
れ
ま
すルームぞうり作り教室

　これからの季節にピッタリのルームぞうりをみんなで作ろ
う！ なんと、タオル４枚またはＴシャツ３枚でぞうりが出
来ちゃうという優れもので、とってもエコロジーです！
日時　①タオルでぞうり　 ６/30・7/7　土曜日　全２回　
　　　②Ｔシャツでぞうり  7/15・7/22  日曜日　全２回
　　　　どちらも午前 10 時～正午まで
定員　15 名（定員になり次第締め切ります）
費用　無料（タオル４枚またはＴシャツ３枚は各自持参）
申込期間　６月８日（金）から　※月曜日は休館です
申込方法　電話で申し込みください
申し込み・問い合わせ　ふれあいの里石岡　ひまわりの館
☎ 35-1126　FAX35-1131

１１　広報いしおか　№４０



保健センターだより保健センターだより
● 問い合わせ　石岡保健センター ☎ 24 - 1386 ／八郷保健センター ☎ 43 - 6655

★石岡地区総合健診
健 診 日 6 月 21 日（木）・6 月 22 日（金）

健診開始時間 午前 7 時～ 9 時

会 場 石岡保健センター

申 込 期 間 ６月 4 日（月）～６月８日（金）

4 0 歳 以 上
項 目 負 担 金

＊70歳以上無料

胸部レントゲン：300 円
基本健康診査（※）：2,000 円
胃がん：1,000 円　　大腸がん：500 円
前立腺がん：600 円（50 歳以上男性）
肝炎：800 円

骨
こつそしょう

粗鬆症：700 円（女性のみ、6 月 22 日のみ）
歯科検診：無料

1 8 ～ 3 9 歳
項 目 負 担 金

基本健康診査：1,500 円
骨粗鬆症：700 円（女性のみ、6 月 22 日のみ）
＊胸部レントゲンはありません。

　一日の定員数がありますので、お早
めに申し込みください。
　石岡地区では10月、八郷地区では
12月にも総合健診を実施します。

※メタボリック項目（腹囲・LDL・尿酸・A1c）を含みます。

★八郷地区胃がん・大腸がん検診
　申し込み期間：6 月 4 日（月）～ 6 月 15 日（金）
　対　象　者：40 歳以上の方
　負　担　金：胃がん 1,000 円・大腸がん 500 円　
　　　　　　　※ 70 歳以上無料
　検診開始時間：午前 7 時～ 9 時
　一日の定員数 60 人になり次第締め切ります。

　検　診　日 　      会　　　場

　7 月　4 日（水） 　  林地区公民館

　7 月　5 日（木） 　小幡地区公民館

　7 月　6 日（金） 　小桜地区公民館

八郷地区では8月にも胃がん・大腸がん検診を実施します。

基本健康診査を受ける時は、「基本健康診査受診券」が必要です。
お手元にない方は保健センターへご連絡ください。

検 　診 　日 会　　　　　場

6 月 25 日（月）
 午前　関川ふれあいセンター
 午後　三村ふれあいセンター

6 月 26 日（火）
 午前　高浜公民館
 午後　グリーンパレス石岡

6 月 28 日（木）  石岡保健センター
6 月 29 日（金）  石岡保健センター

4 0 歳 以 上

項 目 負 担 金

＊ 70 歳以上無料

基本健康診査（＊）：2,000 円

胸部レントゲン：300 円

前立腺がん：600 円（50 歳以上男性）

肝炎：800 円

＊メタボリック項目（腹囲・LDL・尿酸・  

Alc) を含みます。
18 歳～ 39 歳

項 目 負 担 金

基本健康診査：1,500 円

＊胸部レントゲンはありません

石岡地区では8月～9月、八郷地区では7月、10月に基本健康診査を実施します。

★石岡地区基本健康診査（集団健診）

　広報いしおか５月 15 日号「6
月の行事予定カレンダー」中、休
日の緊急医（外科）が次のとおり
変更になります。

6 月 10 日（日）
関クリニック

☎ 23-8300

6 月 17 日（日）
渡辺クリニック

☎ 26-7633

  休日緊急医変更のお知らせ

健診開始時間　午前９時30分～11時
　　　　　　　午後１時～２時30分
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★お詫びと訂正
　広報いしおか5月1日号「保健センターだより」の「★ポリオ予防接種のお知らせ」の回数欄中、ポリオ投与月に
誤りがありました。正しくは「5月・10月」です。お詫びして訂正いたします。　

　

◆材料　　【4 人分】
　じゃがいも 2 個、ちりめんじゃこ 1 カップ 、あさつき 一束
    サラダ油 大さじ 6、しょうゆ 大さじ 2、塩・こしょう 少々
◆作り方	

　①じゃがいもを千切りにして水にさらす。
　②あさつきは 2 ㎝に切る。
　③フライパンにサラダ油を入れ、ちりめんじゃこを薄いきつね色
　になるまで炒める。
　④じゃがいもの水気をよく切って加え、透きとおるまで炒めて塩、
　コショウ、しょうゆで調味する。　　　　　
　⑤火を止めてからあさつきを加える。

幸せは食事から  幸せは食事から  幸せは食事から  ～ヘルスメイトさんレシピ紹介～
じゃがいものジャコ炒め

★ピカピカ歯磨き教室のお知らせ
　大切な役割を持つ乳歯を健康に保つことは、一生使
う永久歯を丈夫にすることにつながります。お子さん
が自分の力で自分の歯を守れるようになるまで、保護
者がお子さんの歯を大切に守り育ててあげましょう。
期日：7 月 18 日（水）午後 1 時～ 2 時
対象：2 歳 6 か月～就学前
内容：歯磨き指導とフッ化物塗布
場所：石岡保健センター
申込方法：7 月 2 日（月）～ 7 月 6 日（金）の期間
に石岡保健センターに電話でお申し込みください。

★「ずっといっしょがいいな　自分の歯」

　厚生労働省と日本歯科医師会では、8020 運動という
キャンペーンを展開しています。
　「80歳になっても20本、自分の歯を保ちましょう」と
いうこの働きかけは、一生自分の歯で楽しい食生活と健康
な日常生活を目標に、子どものころからの正しいデンタル
ケアと青年期のセルフケアの重要性を打ち出しています。
　また、茨城県では６４２４運動という、① 64 歳で 24
本以上の歯を保つ ②虫歯にしない の二つの意味をもつ独
自の歯科保健の目標があります。歯を失う原因で最も多い
歯周病は生活習慣病といわれ、暴飲暴食や不規則な生活、
少しの痛みや歯のぐらつきなどを放っておくことなどが原

1 人分：エネルギー  256kcal、カルシウム　85mg、ビタミン C
　　　　26mg、 鉄分　2.7ｇ

６４２４

因になります。食べたらすぐ磨
みが

くといった基本的なこと以
外にも、正しい歯磨きの仕方など、専門家である歯科医師
や歯科衛生士に相談してみるとよいでしょう。
　噛

か

むことの働きは食べ物を食べるだけでなく、発音の助
けになったり、顔の形を整えたり、唾

だえき

液がよく出ることに
よって、消化をよくします。歯を健康に保ち、よく噛んで
食べられるようにしましょう。

　　　 平成19年6月4日～10日は歯の衛生週間です

＊石岡保健センターでは９
　月と 11 月、八郷保健セ
　ンターでは 12 月にも実
　施します。
＊参加は、年 1 回でお願
　いします。

《ポイント》

　じゃがいも以外の大根やキャベツな

どでも代用ができます。簡単にできる

うえに、カルシウムがとれるのもポイ

ントのひとつです。油が気になる方は、

じゃがいもをさっとゆがいてから使用

すると、油を減らしてもおいしく出来

上がります。
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